






















要約

本研究は、平成 3年度より開始した「リプロダクティブヘルスに関する研究」のひとつで

ある「女性保健に関する研究」の成果を総合的にまとめたものである。

当研究班では『クオリティオブライフ』の観点から、女性の持つ健康問題や医療供給問題

に関して新しい提言を得ることを目的に研究を進めてきた。

平成 3年度は、まず研究員を含む、異分野の「専門家情報の公開と問題提起のための討議」

をかさねた。平成 4年度は、その討議結果をふまえて、モデル地域を福岡市に指定し、そ

この地域医療環境の下での「女性の持つ健康問題や医療供給問題」の掘り起こし作業とし

てのフィールドワークを実施した。いずれも、問題点を明確にするために、研究の対象を

「更年期を迎える女性の保健問題」に絞って検討してきた。これは

①高齢化社会において、更年期は人生の折り返し地点の期間であること。

②更年期という時期が従来の母子保健を中心とした我が国の保健行政の中では、老人保健

対応との狭間にあって、空白の期間となっていること。

③クオリティオブライフの観点から、従来「じっと我慢」を強いられてきた更年期障害に

対してホルモン補充療法など、医療サイドからの予防や症状の解決策がとられるようにな

ってきている。によるものである。

そして、生活者サイド、医療供給者サイド両者から、それぞれが抱えている

①現状と問題点②問題点の解決策③解決への阻害となっている点を抽出し、最終的に、双

方の合致したニーズとしての『新しい女性保健施設』の仮説を得た。さらに、仮説の検証

と実現への問題点を抽出し、ここに提示した。また、当施設で働くスタッフ(医師および

コ・メディカルスタッフ)人材育成のための医療カウンセラー養成基礎講座のカリキュラ

ム内容の試案にも取り組んでみたので、その内容を資料として提供し、併せて当研究班の

まとめとする。


